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「洲本市健康福祉館」が洲本市港に完成。

福祉事務所、保健センター、休日等応急

診療所、身体障害者歯科診療所などが入

居して、4月3日から業務を始めています。�

アルファビア�

御食国�

市役所�

市民会館�

洲本バスセンター�
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洲本市�
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みなと� 洲本市立図書館�

休日等応急診療所は、土曜日の午後も�
診療しています。詳細は１１ページを�
ご覧ください。�
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２１
世
紀
へ
の
飛
躍
を
め
ざ
し
て�

平
成
１２
年
度
施
政
方
針�

　
平
成
十
二
年
度
の
予
算
や
市�

政
運
営
の
基
本
方
針
な
ど
を
明�

ら
か
に
す
る
三
月
定
例
市
議
会�

が
、
三
月
十
日
か
ら
三
月
二
十�

八
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今�

月
号
で
は
、
施
政
方
針
の
概
要�

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
予
算�

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
三
月
号�

で
既
報
）�

所信表明する中川市長�

市
長
所
信
表
明
の
概
要�

　
本
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
新
た
な
ミ
レ

ニ
ア
ム
（
千
年
紀
）
に
第
一
歩
を
踏
み
出

す
と
と
も
に
、
昭
和
十
五
年
の
市
制
施
行

以
来
六
十
周
年
に
当
た
る
記
念
す
べ
き
年

で
す
。
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
風
土
に
育

ま
れ
、
先
人
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
築

き
上
げ
ら
れ
た
現
在
の
洲
本
市
に
、
新
た

な
価
値
や
魅
力
を
付
加
し
後
世
へ
と
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
、
こ
の
大
き
な
節
目

の
時
期
に
市
政
を
預
か
る
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
受
け
止
め
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
今
や
日
本
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
に

代
表
さ
れ
る
成
熟
社
会
の
到
来
、
経
済
・

情
報
・
環
境
の
面
で
特
に
顕
著
と
な
っ
て

い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
の

伸
展
、
規
制
緩
和
に
よ
る
自
由
度
の
増
大

や
既
成
観
念
の
崩
壊
、
こ
れ
ら
を
背
景
に

し
た
市
民
の
生
活
観
・
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
社
会
全
体
が
大
き

な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
変
化
を
受
け
て
、
地
方
行

政
は
大
き
な
転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
て
お

り
、
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
行
財
政
の

構
造
改
革
に
よ
る
、
二
十
一
世
紀
型
の
新

た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
脱
皮
も
必
要
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
淡
路
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
一
昨

年
四
月
の
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
は
、
交

流
基
盤
の
充
実
や
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

増
大
な
ど
の
面
で
、
多
大
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
如
何
に
活
か
し

て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
三
月
十
八
日
か
ら
九
月
十
七
日

ま
で
の
間
「
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
国
際

園
芸
・
造
園
博
覧
会
『
淡
路
花
博
　
ジ
ャ

パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
』
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
大
橋
効
果
の
定
着
化
の
起

爆
剤
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
成
功
に
向
け
必
要
な
支

援
に
努
め
る
所
存
で
す
。�

　
様
々
な
意
味
で
大
き
な
節
目
を
迎
え
て

い
る
平
成
十
二
年
度
は
、
二
十
一
世
紀
へ

の
橋
渡
し
の
年
と
位
置
付
け
、
従
前
に
も

増
し
て
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
堅
実
か
つ
し
な
や
か
な
財

政
運
営
と
、
着
実
か
つ
時
宜
に
適
っ
た
事

業
展
開
を
図
り
な
が
ら
、
「
大
阪
湾
に
輝

く
交
流
都
市
・
洲
本
」
を
実
現
す
べ
く
、

市
民
の
負
託
に
応
え
て
参
る
所
存
で
す
。�

‥�
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■
新
都
心
ゾ
ー
ン
の
整
備�

　
平
成
六
年
の
構
想
策
定
以
来
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
新

都
心
ゾ
ー
ン
の
整
備
は
、
平
成

七
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

・
ア
ル
フ
ァ
ビ
ア
の
オ
ー
プ
ン

を
皮
切
り
に
、
平
成
八
年
の
御

食
国
、
平
成
十
年
の
図
書
館
、

平
成
十
一
年
の
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、

本
年
四
月
か
ら
供
用
開
始
の
健

康
福
祉
館
、
さ
ら
に
、
市
民
広

場
、
塩
屋
１
・
２

号
線
と
、
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
度

に
お
い
て
は
、
親

水
公
園
等
の
整
備

計
画
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
振

興
整
備
公
団
に
よ

る
製
販
一
体
型
施

設
の
整
備
に
つ
い

て
、
事
業
要
請
を

行
い
ま
す
。�

■
環
境
整
備�

　
資
源
循
環
型
の
ご
み
ゼ
ロ
社

会
を
目
指
す
た
め
、
平
成
十
二

年
度
よ
り
、
空
缶
・
空
び
ん
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ご

み
の
拠
点
回
収
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
ご
み
袋
制
度
に

よ
る
収
集
処
理
、
ご
み
減
量
化

機
器
の
設
置
費
補
助
、
再
利
用

資
源
回
収
団
体
の
奨
励
な
ど
に

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
島
を
美
し
く
す
る
施
策
の
一

環
と
し
て
制
定
し
た
「
洲
本
市

ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」
の
周

知
、
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
す
。

　
新
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
は
建
設
用
地
の
確

保
に
総
力
を
上
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
生
活
環
境
の
保

　
　
　
　
　
全
を
図
る
た
め
、

　
　
　
　
　
合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
　
　
の
設
置
に
対
す
る

　
　
　
　
　
補
助
制
度
を
継
続

　
　
　
　
　
し
、
そ
の
普
及
に

　
　
　
　
　
努
め
ま
す
。�

　
　
　
　
　
■
消
防
防
災�

　
　
　
　
　
　
「
阪
神
・
淡
路

　
　
　
　
　
大
震
災
の
教
訓
」

　
　
　
　
　
を
風
化
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
と
な
く
、
自
主
防

　
　
　
　
　
災
組
織
の
育
成
、

　
　
　
　
　
強
化
を
図
り
つ
つ
、

行
政
等
と
の
一
体
的
な
連
携
体

制
の
構
築
や
初
動
態
勢
の
確
立
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
機
関
な
ど

と
の
連
携
強
化
に
努
め
、
防
災

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
へ
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

に
よ
る
地
震
、
台
風
等
の
災
害

情
報
の
提
供
や
、
緊
急
告
知
端

末
を
利
用
し
た
緊
急
時
の
避
難

勧
告
等
の
音
声
告
知
シ
ス
テ
ム

の
有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
共
に
支
え
合
い
、
励
ま
し
合�

い
、
お
互
い
を
思
い
や
る
心
に�

満
ち
た
共
生
福
祉
社
会
の
構
築�

を
目
指
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む�

中
で
増
大
の
一
途
を
た
ど
る
住�

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、�

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
等
福�

祉
基
盤
の
充
実
に
努
め
ま
す
。�

�

■
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応�

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
、�

マ
ン
パ
ワ
ー
の
質
的
・
量
的
確�

保
を
図
る
と
と
も
に
、
二
十
四�

時
間
介
護
体
制
も
ス
タ
ー
ト
し�

て
い
ま
す
。�

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
柱
と
な
る�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の�

推
進
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
事�

業
者
の
参
入
を
図
り
、
多
様
な�

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う�

��

努
め
ま
す
。�

　
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
で
は
、�

昨
年
四
月
に
「
由
良
総
合
福
祉�

セ
ン
タ
ー
」
に
併
設
の
デ
イ
サ�

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護�

支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、�

本
年
四
月
に
は
潮
地
区
に
デ
イ�

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ�

ン
し
ま
す
。�

　
今
後
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン�

タ
ー
等
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、�

民
間
施
設
と
の
整�

合
も
図
り
な
が
ら�

進
め
て
い
き
ま
す
。�

�

■
地
域
福
祉
の
増�

　
進�

　
総
合
福
祉
会
館�

を
核
と
し
て
、
社�

会
福
祉
協
議
会
を�

は
じ
め
、
ボ
ラ
ン�

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ�

な
ど
の
協
力
を
得�

て
活
発
な
地
域
福�

祉
活
動
が
行
わ
れ�

て
き
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
度�

は
、新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る「
健�

康
福
祉
館
」
に
福
祉
・
保
健
・�

医
療
の
所
管
課
を
配
し
、
総
合�

福
祉
会
館
と
の
連
携
を
図
り
な�

が
ら
、
さ
ら
な
る
地
域
福
祉
活�

動
の
展
開
を
図
り
ま
す
。�

�

■
住
み
よ
い
福
祉
の�

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り�

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の�

理
念
の
も
と
、
す
べ
て
の
人
々�

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
お
互
い�

に
手
を
携
え
合
い
な
が
ら
、
安�

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
「
住�

み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事�

業
」
の
さ
ら
な
る
展
開
を
図
り
、�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り�

を
推
進
し
ま
す
。�

�

■
障
害
者
福
祉
へ
の
対
応�

　
平
成
十
一
年
度
に
策
定
し
た�

　
　
　
　
　
「
障
害
者
計
画
」�

　
　
　
　
　
を
受
け
、
障
害
者�

　
　
　
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の�

　
　
　
　
　
一
層
の
充
実
を
図�

　
　
　
　
　
り
、
障
害
の
程
度�

　
　
　
　
　
や
種
別
、
家
庭
の�

　
　
　
　
　
状
況
な
ど
置
か
れ�

　
　
　
　
　
て
い
る
条
件
の
違�

　
　
　
　
　
い
に
応
じ
た
き
め�

　
　
　
　
　
細
か
な
対
応
を
展�

　
　
　
　
　
開
し
て
い
き
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
併
せ
て
、
聴
覚�

　
　
　
　
　
障
害
者
等
へ
の「
ガ�

　
　
　
　
　
イ
ド
ヘ
ル
プ
」
事�

業
を
開
始
し
、
社
会
参
加
に
対�

す
る
支
援
強
化
を
進
め
ま
す
。�

�

■
児
童
福
祉
へ
の
対
応�

　
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
の�

た
め
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
の�

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
特
別
保
育
事
業
な�

ど
の
充
実
を
図
り
、
保
育
所
が�

担
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
の
た�

め
の
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
す�

る
と
と
も
に
、「
児
童
セ
ン
タ
ー
」�

で
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事�

業
に
つ
い
て
も
、
事
業
内
容
の�

充
実
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。�

�

■
健
康
づ
く
り
の
推
進�

　
保
健
計
画
に
基
づ
き
、
各
種�

健
診
業
務
の
充
実
や
健
康
教
育�

相
談
、
栄
養
改
善
事
業
を
通
じ�

て
、
市
民
の
健
康
に
対
す
る
意�

識
の
高
揚
を
図
り
、
併
せ
て
、�

機
能
訓
練
事
業
の
充
実
に
よ
る�

寝
た
き
り
の
予
防
に
努
め
て
い�

き
ま
す
。�

　
ま
た
、
母
子
保
健
に
つ
い
て�

は
、
健
全
で
豊
か
な
母
性
意
識�

や
育
児
力
を
高
め
る
こ
と
を
目�

的
と
し
て
、
健
診
・
健
康
教
育�

を
柱
と
す
る
母
子
保
健
事
業
に�

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
県
か
ら
事
務
移
譲�

さ
れ
て
い
る
歯
科
保
健
事
業
も�

鋭
意
推
進
し
て
い
き
ま
す
。�

�

■
国
民
健
康
保
険
事
業�

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
推
進�

に
つ
い
て
は
、
公
平
か
つ
適
正�

な
賦
課
徴
収
、
口
座
振
替
の
推�

進
や
未
納
者
へ
の
納
付
指
導
な�

ど
の
徴
収
率
向
上
へ
の
取
り
組�

み
を
進
め
、
国
保
財
政
の
健
全�

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
医
療�

費
の
適
正
化
対
策
に
引
き
続
き�

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

健康福祉館１階事務所�

健や健やかでいきがいがいの�

ある   まちづくり�

自 然自 然 と 共 生 す共 生 する �
安 全 で 快 適 な安 全 で 快 適 な �
公 園 都 市 づ公 園 都 市 づ くり �

健やかでいきがいの�

ある   まちづくり�

自 然 と 共 生 する �
安 全 で 快 適 な �
公 園 都 市 づ くり �
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キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

ヘ
ク�

タ
ー
ル�

■
学
校
教
育
の
充
実�

　
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と�

を
重
視
し
、
特
色
あ
る
教
育
、�

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層�

進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
新
規
に
「
未
来�

２１
学
習
推
進
事
業
」
を
創
設
し
、�

平
成
十
四
年
度
か
ら
の
「
総
合�

的
な
学
習
の
時
間
」
の
本
格
実�

施
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、�

そ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。�

　
幼
稚
園
教
育
に�

つ
い
て
は
、
第
一�

幼
稚
園
と
新
た
に�

洲
本
幼
稚
園
に
お�

い
て
「
三
才
児
保�

育
調
査
研
究
事
業
」�

に
取
り
組
む
と
と�

も
に
、
「
社
会
人�

活
用
事
業
」
を
十�

一
年
度
に
引
き
続�

き
実
施
し
ま
す
。�

　
情
報
教
育
に
つ�

い
て
は
、
コ
ン
ピ�

ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ�

ェ
ア
の
充
実
と
効
果
的
な
パ
ソ�

コ
ン
活
用
の
授
業
研
究
に
努
め�

て
い
き
ま
す
。�

　
施
設
、
設
備
面
で
は
、
教
育�

環
境
の
改
善
と
校
舎
等
の
耐
久�

性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
大
野�

小
学
校
と
由
良
中
学
校
に
お
い�

て
、
大
規
模
改
造
事
業
を
実
施�

し
ま
す
。�

■
生
涯
学
習
の
充
実�

　
図
書
館
に
お
け
る
図
書
の
充�

実
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る�

図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、�

中
央
公
民
館
に
お
け
る
子
育
て�

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
に
取
り�

組
む
と
と
も
に
、
公
民
館
、
淡�

路
文
化
史
料
館
等
の
施
設
の
利�

用
促
進
と
施
設
充
実
に
努
め
、�

市
民
の
学
習
活
動
に
対
す
る
支�

援
と
学
習
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。�

■
文
化
・
体
育
の
振
興�

　
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
洲
本�

　
　
　
　
　
城
跡
の
保
存
管
理�

　
　
　
　
　
計
画
の
策
定
に
取�

　
　
　
　
　
り
組
み
、
今
後
の�

　
　
　
　
　
保
存
と
活
用
等
を�

　
　
　
　
　
検
討
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
「
洲
本
市
美
術�

　
　
　
　
　
展
」
と
「
泡
鳴
子�

　
　
　
　
　
ど
も
文
化
賞
」
を�

　
　
　
　
　
継
続
実
施
す
る
と�

　
　
　
　
　
と
も
に
、
淡
路
文�

　
　
　
　
　
化
史
料
館
で
は
、�

　
　
　
　
　
県
立
歴
史
博
物
館�

　
　
　
　
　
と
の
共
催
で
二
種�

　
　
　
　
　
類
の
特
別
展
を
開�

催
し
、
淡
路
の
文
化
を
島
内
外�

に
発
信
し
ま
す
。�

　
体
育
振
興
に
つ
い
て
は
、
平�

成
十
八
年
度
の
国
民
体
育
大
会�

兵
庫
大
会
の
「
成
年
女
子
９
人�

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
の
開
催
地�

に
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、�

そ
の
推
進
に
向
け
た
組
織
づ
く�

り
と
施
設
づ
く
り
に
取
り
組
み�

ま
す
。�

�

■
道
路
整
備�

　
建
設
省
が
整
備
を
進
め
て
き�

た
国
道
２
８
号
洲
本
バ
イ
パ
ス�

は
、
宇
山
地
区
か
ら
納
地
区
ま�

で
の
間
三
・
七
　
　
が
四
月
下�

旬
に
供
用
開
始
さ
れ
、
納
地
区�

に
お
い
て
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動�

車
道
と
連
結
し
ま
す
。�

　
本
市
に
お
い
て
は
、
東
西
交�

通
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割
を
担
う�

加
茂
中
央
線
、
幹
線
交
通
軸
と�

な
る
物
部
曲
田
塩
屋
線
、
小
路�

谷
千
草
線
な
ど
、
内
環
状
線
、�

外
環
状
線
の
早
期
完
成
を
目
指�

し
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。�

　
ま
た
、「
安
ら
ぎ
と
心
の
ふ
れ�

あ
い
」
を
与
え
る
散
策
道
・
ウ�

ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
事
業
は
、�

平
成
十
二
年
度
の
洲
本
川
堤
防�

線
の
完
成
を
も
っ
て
、
そ
の
効�

果
が
大
い
に
発
現
さ
れ
ま
す
。�

■
河
川
整
備�

　
千
草
川
、
土
仏
川
の
環
境
整�

備
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に�

平
成
十
二
年
度
か
ら
、
加
茂
地�

区
に
お
い
て
、
洲
本
川
の
堤
防�

敷
を
利
用
し
た
散
策
道
整
備
に�

着
手
し
、
水
辺
環
境
づ
く
り
に�

取
り
組
み
ま
す
。�

■
港
湾
整
備�

　
洲
本
港
の
活
性
化
に
つ
い
て�

は
、
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル�

及
び
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
号
の
活�

用
策
も
含
め
、
事
業
の
具
体
化�

に
努
め
ま
す
。�

　
由
良
港
湾
整
備
並
び
に
内
田�

海
岸
越
波
対
策
事
業
に
つ
い
て�

は
、
兵
庫
県
と
の
連
携
の
下
に�

引
き
続
き
整
備
促
進
に
努
め
ま�

す
。�

■
水
道
事
業�

　
第
８
次
拡
張
事
業
で
あ
る
鮎�

屋
浄
水
場
の
拡
張
整
備
を
進
め�

る
と
と
も
に
、
配
水
管
整
備
事�

業
に
つ
い
て
は
、
布
設
及
び
布�

設
替
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し�

て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
施
設
改�

��������������

良
事
業
に
つ
い
て
は
、
曲
田
山�

浄
水
場
の
汚
泥
処
理
設
備
等
の�

整
備
を
行
い
つ
つ
、
漏
水
対
策�

に
努
め
な
が
ら
、
安
定
供
給
を�

図
り
ま
す
。�

■
下
水
道
事
業�

　
平
成
十
年
度
か
ら
「
物
部
・�

上
物
部
・
津
田
地
区
」
を
中
心�

と
す
る
一
七
五
　
の
事
業
認
可�

区
域
を
追
加
し
、
整
備
を
推
進�

し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
、
汚
水
系
統
に
つ�

い
て
は
、
主
要
幹
線
管
渠
工
事�

を
継
続
的
に
実
施
し
、
水
洗
化�

の
普
及
促
進
と
生
活
排
水
処
理�

計
画
の
早
期
達
成
を
目
指
し
ま�

す
。
雨
水
系
統
に
つ
い
て
は
、�

浸
水
防
除
の
雨
水
管
渠
整
備
を�

行
う
と
と
も
に
、
物
部
地
区
の�

浸
水
対
策
の
た
め
、
ポ
ン
プ
場�

建
設
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、�

平
成
十
五
年
度
完
成
を
目
標
に�

取
り
組
み
ま
す
。�

　
一
方
、
供
用
開
始
区
域
内
の�

水
洗
化
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
展�

開
す
る
と
と
も
に
、
洲
本
環
境�

セ
ン
タ
ー
　
す
い
せ
ん
苑
で
の�

見
学
会
等
を
通
じ
て
、
暮
ら
し�

に
必
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報�

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。�

■
公
営
住
宅
の
整
備�

　
平
成
十
年
度
か
ら
整
備
を
進�

め
て
い
た
東
下
内
膳
（
２
）
住�

宅
二
十
戸
は
、
平
成
十
二
年
度�

に
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
と
と
も�

に
、
す
べ
て
の
市
営
住
宅
に
実�

施
し
て
き
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ�

の
接
続
工
事
に
つ
い
て
も
、
十�

二
年
度
で
完
了
し
ま
す
。�

■
秩
序
あ
る
土
地
利
用�

　
平
成
十
二
年
度
は
、
五
年
毎�

の
用
途
地
域
定
例
見
直
し
の
時�

期
で
す
。
良
好
な
市
街
地
環
境�

形
成
や
、
住
居
・
商
業
・
工
業�

な
ど
の
適
正
配
置
に
よ
る
機
能�

的
都
市
活
動
の
確
保
、
安
全
・�

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
配
慮
し�

た
土
地
利
用
を
検
討
し
ま
す
。�

創造力と豊かな心を創造力と豊かな心を�

育む教育・文化育む教育・文化の�

まちづくり�

創造力と豊かな心を�

育む教育・文化の�

まちづくり�

豊か豊かさを実感でき実感できる�

都市基盤づ都市基盤づくり�

豊かさを実感できる�

都市基盤づくり�

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
た
く�

ま
し
く
、
心
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と�

は
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
地
域
づ�

く
り
の
基
本
で
す
。�

完
成
間
近
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ�

ル
遊
歩
道
　�

陀
仏
川
歩
道
橋�

‥�
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健や健やかでいきがいがいの�

ある  まちづくり�

自然自然と共生す共生する�
安全で快適な安全で快適な�
公園都市づ公園都市づくり�

健やかでいきがいの�

ある  まちづくり�

自然と共生する�
安全で快適な�
公園都市づくり�

■
農
林
水
産
業
の
振
興�

　
農
業
分
野
で
は
、
大
野
地
区�

ほ
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
場�

整
備
事
業
な
ど
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
や
、
新
た
に
田
園
計
画

を
策
定
し
、
良
好
な
農
村
環
境

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。�

　
ま
た
、
競
争
力
の
あ
る
経
営�

体
の
構
築
に
向
け
、
経
営
感
覚�

に
優
れ
た
認
定
農
業
者
の
育
成�

に
努
め
ま
す
。
更
に
、
淡
路
ビ�

ー
フ
等
の
Ｐ
Ｒ
と
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
に
よ
り
、�

新
た
な
流
通
形
態�

の
確
立
に
努
め
て�

い
き
ま
す
。�

　
森
林
保
全
の
分�

野
で
は
、
自
然
林�

を
生
か
し
た
水
源�

涵
養
と
環
境
保
全�

機
能
の
向
上
を
目�

指
す
と
と
も
に
、�

造
成
林
の
保
育
と�

松
喰
い
虫
防
除
事�

業
の
推
進
に
努
め�

ま
す
。�

　
水
産
業
分
野
で
は
、
作
り
育

て
る
漁
業
へ
の
転
換
を
促
す
べ

く
、
中
間
育
成
施
設
の
活
用
や
、�

漁
礁
設
置
事
業
、
稚
魚
な
ど
の

放
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。�

　
第
九
次
漁
港
整
備
事
業
で
は
、�

炬
口
漁
港
に
お
い
て
外
郭
施
設�

工
事
を
実
施
し
、
漁
業
振
興
と�

併
せ
て
地
域
の
環
境
整
備
を
図�

っ
て
い
き
ま
す
。�

　
都
市
と
農
山
漁
村
と
の
交
流�

を
図
る
総
合
交
流
促
進
施
設

「
エ
ト
ワ
ー
ル
生
石
」
の
事
業

推
進
な
ど
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

農
山
漁
村
の
実
現
に
努
め
ま
す
。�

■
商
工
業
の
振
興�

　
商
工
業
の
振
興
、
支
援
の
た

め
、
中
小
企
業
者
へ
の
低
金
利

融
資
制
度
の
活
用
や
、
商
工
会

議
所
に
よ
る
経
営
指
導
、
相
談

業
務
等
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
「
震
災
復
興
大
バ

ザ
ー
ル
」
の
開
催
や
新
都
心
で

の
製
販
一
体
型
施
設
の
整
備
を

積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
の
活

性
化
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
他
方
、
中
心
市

　
　
　
　
　
街
地
の
活
性
化
事

　
　
　
　
　
業
推
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　
取
り
組
み
機
関
と

　
　
　
　
　
し
て
、
民
間
主
導

　
　
　
　
　
型
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
」（
タ

　
　
　
　
　
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

　
　
　
　
　
ン
ト
機
関
）
が
商

　
　
　
　
　
工
会
議
所
内
に
設

　
　
　
　
　
置
さ
れ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
今
後
と
も
、
街

　
　
　
　
　
づ
く
り
全
体
の
牽

　
　
　
　
　
引
者
と
し
て
、
商

　
　
　
　
　
業
拠
点
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。�

■
観
光
の
振
興�

　
「
淡
路
花
博
・
ジ
ャ
パ
ン
フ�

ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」
の
賑
い
を�

一
過
性
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な�

く
、
豊
か
な
自
然
と
細
や
か
な�

人
情
に
あ
ふ
れ
た
淡
路
の
魅
力�

を
Ｐ
Ｒ
し
、「
観
光
・
洲
本
」
の

発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、�

平
成
十
年
度
か
ら
参
画
の
歴
史

街
道
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、

観
光
対
策
を
推
進
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の�

被
災
地
十
市
十
町
に
お
い
て
、�

２
０
０
１
年
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル�

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
オ
ー�

プ
ン
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
一

層
の
復
興
推
進
を
目
的
に
「
Ｓ

ｅ
ｅ
阪
神
・
淡
路
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
を
通
じ
て「
観
光
・
洲
本
」

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
国

際
観
光
の
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。�

■
労
働
福
祉
対
策�

　
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
確
保�

と
、
そ
の
豊
富
な
経
験
・
技
能�

の
活
用
を
図
り
、
高
齢
者
の
生�

き
が
い
創
出
や
社
会
参
加
の
促�

進
を
目
的
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー�

人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
努
め�

ま
す
。�

　
ま
た
、
勤
労
者
住
宅
融
資
制�

度
を
通
じ
て
、
勤
労
者
の
住
宅�

確
保
と
住
環
境
の
改
善
を
支
援�

し
て
い
き
ま
す
。�

■
組
織
運
営
の
効
率
化
と
行
政�

　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実�

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
の
認
証
取�

得
を
受
け
て
、
平
成
十
二
年
度�

は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
効�

果
的
に
運
用
し
、
市
民
の
皆
さ�

ん
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
品
質
保
証
マ
ニ
ュ
ア
ル
や�

各
種
業
務
の
手
順
な
ど
を
公
表�

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、�

構
築
作
業
を
進
め
ま
す
。�

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、�

さ
ら
に
経
費
の
節
減
合
理
化
等�

を
推
進
し
、
継
続�

し
て
検
討
を
要
す�

る
実
施
事
項
に
つ�

い
て
も
精
力
的
に�

取
り
組
ん
で
い
き�

ま
す
。�

■
広
域
連
携
の
推�

　
進�

　
淡
路
広
域
行
政�

事
務
組
合
を
は
じ�

め
淡
路
広
域
五
団�

体
は
、
「
淡
路
は�

一
つ
」
を
モ
ッ
ト�

ー
に
更
に
協
調
と�

連
携
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化�

と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し�

ま
す
。�

　
平
成
十
二
年
度
は
、
淡
路
ビ�

ー
フ
の
安
定
的
供
給
に
資
す
る�

た
め
、
（
仮
称
）
淡
路
食
肉
セ�

ン
タ
ー
の
早
期
竣
工
を
図
る
と�

と
も
に
、
淡
路
花
博
ジ
ャ
パ
ン�

フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
を
通
し
て
、

淡
路
の
魅
力
を
広
く
内
外
に
Ｐ�

Ｒ
し
、
架
橋
新
時
代
の
淡
路
島�

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
関
西
国�

際
空
港
へ
の
海
上
ア
ク
セ
ス
に�

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
そ
の
確�

保
に
努
め
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
「
紀
淡
連
絡
道
路
」

に
つ
い
て
は
、
関
係
諸
団
体
と�

の
連
携
を
図
り
、
早
期
建
設
着�

手
に
向
け
要
望
活
動
を
積
極
的�

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

■
地
域
情
報
化
の
推
進�

　
洲
本
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
は
、�

平
成
十
二
年
度
に
全
面
開
局
し�

ま
す
。
本
年
一
月
末
現
在
の
加�

入
申
込
世
帯
数
は
一
万
五
百
三�

十
九
世
帯
、
加
入
率
は
約
六
六
　

　
　
　
　
　
　
（
三
月
末
現
在�

　
　
　
　
　
七
七
　
）
と
な
っ�

　
　
　
　
　
て
お
り
、
さ
ら
な�

　
　
　
　
　
る
加
入
率
の
向
上�

　
　
　
　
　
と
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話�

　
　
　
　
　
接
続
機
の
普
及
に�

　
　
　
　
　
努
め
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
ま
た
、
㈱
淡
路�

　
　
　
　
　
島
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン�

　
　
　
　
　
と
協
力
し
、「
す
も�

　
　
　
　
　
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
」�

　
　
　
　
　
の
充
実
は
も
と
よ�

　
　
　
　
　
り
行
政
放
送
関
連�

　
　
　
　
　
番
組
の
内
容
充
実�

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
本
年
六
月
か
ら
洲�

本
市
民
を
対
象
に
、
ケ
ー
ブ
ル�

テ
レ
ビ
回
線
を
利
用
し
た
Ｃ
Ａ�

Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ�

ス
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
　

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
は
、
今�

後
の
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、�

都
市
活
性
化
の
必
須
イ
ン
フ
ラ�

と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
予�

想
さ
れ
、
教
育
や
市
民
生
活
に�

お
い
て
広
く
有
効
に
利
用
さ
れ�

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
で

す
。�

　
加
え
て
、
二
十
一
世
紀
に
飛�

躍
す
る
た
め
の
情
報
基
盤
づ
く�

り
の
方
向
を
定
め
る
た
め
、
平�

成
十
二
年
度
を
初
年
度
と
す
る�

二
ヵ
年
計
画
で
「
（
仮
称
）
洲�

本
市
情
報
政
策
プ
ラ
ン
」
を
策�

定
し
ま
す
。�

■
総
合
基
本
計
画
の
推
進�

　
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
本�

市
の
あ
る
べ
き
都
市
像
と
将
来�

の
目
標
を
定
め
、
概
ね
今
後
十�

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と�

す
べ
く
、
洲
本
市
総
合
基
本
計�

画「
洲
本
市
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
プ�

ラ
ン
２
０
１
０
〜
大
阪
湾
の
輝�

け
る
真
珠
と
な
る
た
め
に
〜
」�

を
昨
年
三
月
に
策
定
し
ま
し
た�

が
、
そ
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
、�

具
体
的
な
計
画
推
進
に
取
り
組�

ん
で
い
き
ま
す
。�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

良好な農村環境をつくるため田園計画の策定に取り組みます。�
�

CATV放送は、番組の内容充実を図り、一層の情報提供に�
努めます。�
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広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

保
　
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー�

医
　
　
　
　
療
　
　
　
　
係�

母
子
生
活
支
援
施
設�

保
　
　
　
　
護
　
　
　
　
係�

母
　
子
　
児
　
童
　
係�

福
　
　
　
　
祉
　
　
　
　
係�

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー�

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン�

在
宅
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー�

高
　
年
　
福
　
祉
　
係�

介
　
護
　
保
　
険
　
係�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係�

施
　
　
　
　
設
　
　
　
　
係�

環
　
境
　
整
　
備
　
係�

業
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

男
女
共
同
参
画
社
会
係�

市
　
民
　
相
　
談
　
係�

市
　
　
　
　
民
　
　
　
　
係�

国
　
保
　
年
　
金
　
係�

管
　
　
　
　
理
　
　
　
　
係�

上
　
灘
　
出
　
張
　
所�

収
　
　
　
　
税
　
　
　
　
係�

市
　
　
民
　
　
税
　
　
係�

固
　
定
　
資
　
産
　
税
　
係�

用
　
　
　
　
度
　
　
　
　
係�

財
　
　
　
　
政
　
　
　
　
係�

Ｉ
　
Ｓ
　
Ｏ
　
推
　
進
　
係�

電
　
　
　
　
算
　
　
　
　
係�

職
　
　
　
　
員
　
　
　
　
係�

行
　
　
　
　
政
　
　
　
　
係�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

財
　
産
　
管
　
理
　
係�

用
　
　
　
　
地
　
　
　
　
係�

広
　
報
　
広
　
聴
　
係�

情
　
報
　
化
　
推
　
進
　
係�

情
　
報
　
政
　
策
　
係�

秘
　
　
　
　
書
　
　
　
　
係�

調
　
　
　
　
整
　
　
　
　
係�

政
　
　
　
　
策
　
　
　
　
係�

健
　
康
　
課�

財
　
政
　
課�

用
　
地
　
課�

福
　
祉
　
課�

介
護
福
祉
課�

環
境
整
備
課�

市
　
民
　
課�

税
　
務
　
課�

総
　
務
　
課�

企
　
画
　
課�

由
良
支
所�

情
　
報
　
課�

市
民
会
館�

健
康
福
祉
部�

（
福
祉
事
務
所
）�

市
民
生
活
部�

中
川
啓
一�

上
原
恵
宥�

企
　
画
　
部�

総
　
務
　
部�

助
　
　
役�
市
　
　
長�

部
長
　
高
橋
孝
久�

部
長
　
斎
藤
晴
久�

部
長
　
濱
田
知
昭�

部
長
　
石
田
　
等�

課
長�

坂
本
伊
平�

課
長�

赤
澤
保
守�

課
長�

吉
岡
国
興�

課
長�

山
岡
一
輝�

課
長�

斎
藤
晴
久�

課
長�

久
保
田
敏
彦�

所
長�

藤
代
　
勝�

館
長�

岡
田
正
陽�

課
長�

濱
田
知
昭�

課
長�

内
藤
東
亜�

課
長�

於
田
　
攝�

課
長�

廣
地
タ
マ
ヘ�

課
長�

宮
川
正
直�

　市では、福祉・保健・医療の総合施設「健康福祉館」のオープンに伴いこれまでの組織�

を見直し、１部１課４係を増設しました。�

　これまでの市民福祉部を、住民登録や国保、年金、ゴミ収集などを扱う「市民生活部」�

と、介護保険や福祉、医療などを担う「健康福祉部」に分割し、健康福祉部の業務は健康�

福祉館で行っています。また、健康福祉館の部課の移動により、炬口で業務を行っていた�

教育委員会については７月に市役所南庁舎に移転する予定です。�

ープンに伴い部課を増設��

　組織図洲本市　組織図�　組織図�



7

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域５ヵ店�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

農
　
業
　
政
　
策
　
係�

農
　
業
　
振
　
興
　
係�

農
　
業
　
共
　
済
　
係�

由
良
交
流
セ
ン
タ
ー�

土
　
地
　
改
　
良
　
係�

水
　
産
　
林
　
務
　
係�

商
　
工
　
労
　
政
　
係�

観
　
光
　
交
　
流
　
係�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

管
　
　
　
　
理
　
　
　
　
係�

道
　
　
　
　
路
　
　
　
　
係�

補
　
　
　
　
修
　
　
　
　
係�

河
　
川
　
港
　
湾
　
係�

計
　
　
　
　
画
　
　
　
　
係�

新
　
都
　
心
　
整
　
備
　
係�

建

築

住

宅

政

策

係

�

建
　
　
　
　
設
　
　
　
　
係�

施
　
　
　
　
設
　
　
　
　
係�

環
境
ク
リ
ー
ン
推
進
係�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

営
　
　
　
　
業
　
　
　
　
係�

工
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

給
　
　
　
　
水
　
　
　
　
係�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

施
　
　
　
　
設
　
　
　
　
係�

学
　
校
　
教
　
育
　
係�

青

少

年

セ

ン

タ

ー

�

生
　
涯
　
学
　
習
　
係�

体
　
育
　
振
　
興
　
係�

文
　
化
　
振
　
興
　
係�

公

　

民

　

館

�

図

　

書

　

館

�

文

化

史

料

館

�

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー�

人

権

教

育

推

進

係

�

総
　
　
　
　
務
　
　
　
　
係�

議
　
　
　
　
事
　
　
　
　
係�

事
　
　
　
　
務
　
　
　
　
局�
局
長
　
里
深
　
旦�

局
長
　
石
谷
鐵
郎�

事
　
　
　
　
務
　
　
　
　
局�

事
　
　
　
　
務
　
　
　
　
局�

農
　
業
　
委
　
員
　
会�

監
査
公
平
選
挙
管
理
委
員
会�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会�

ふ
る
さ
と
整
備
課�

商
工
観
光
課�

管
　
理
　
課�

総
　
務
　
課�

水
道
事
業
所�

事
　
務
　
局�

人
権
教
育
推
進
室�

会
　
計
　
課�

建
　
設
　
課�

都
市
計
画
課�

下
水
道
課�

社
会
教
育
課�

学
校
教
育
課�

農
　
政
　
課�

産
業
振
興
部�

都
市
整
備
部�

教

育

次

長

�

狩
野
隆
史�

白
川
武
美�

教
　
育
　
長�

収
　
入
　
役�

市
議
会

�

部
長
　
畑
田
孝
夫�

部
長
　
田
辺
昌
敏�

白
川
武
美�

課
長�

渡
辺
安
宣�

課
長�

畑
田
孝
夫�

課
長�

平
郡
　
平�

課
長�

富
山
隆
夫�

課
長�

立
花
充
博�

課
長�

渡
邊
佳
則�

課
長�

谷
池
正
明�

所
長�

武
田
祐
治�

課
長�

脇
田
忠
恒�

課
長�

濱
田
育
孝�

課
長�

北
原
由
美
子�

課
長�

石
井
英
二�

室
長�

泉
　
清
治�

局
長�

谷
　
克
弘�

「健康福祉館」のオ�

市役所では総合窓口案内を設けています。�

洲本市　洲本市　組織図�洲本市　



健
康
福
祉
館
だ
よ
り
①

介
護
保
険
料�

8

問
い
合
せ
先�

　
　
介
護
福
祉
課�

　
　
　
☎
２２
・
3
3
2
1

　
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
「
洲
本
市�

健
康
福
祉
館
」
が
三
月
に
完
成
、
四
月
三
日
か
ら
業
務
が
ス
タ
ー
ト�

し
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
、
健
康
福
祉
部
介
護
福
祉
課
、
福
祉
課
、�

健
康
課
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、�

「
健
康
福
祉
館
だ
よ
り
」
と
し
て
こ
の
館
内
で
行
っ
て
い
る
業
務
な�

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。�

　
今
月
号
で
は
、
介
護
福
祉
課
か
ら
四
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
介
護�

保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

六
十
五
歳
以
上
の
人
の�

保
険
料�

�

要
介
護
認
定
の
申
請
に�

つ
い
て�

�

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳�

の
人
の
保
険
料�
�

　
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
ど
れ
く
ら
い
提
供

で
き
る
か
な
ど
に
よ
っ
て

市
町
村
ご
と
に
基
準
額
が

決
ま
り
ま
す
。
本
市
の
基

準
額
は
二
千
七
百
円
で
す
。

さ
ら
に
こ
の
基
準
額
を
も

と
に
所
得
に
よ
っ
て
五
段

階
に
調
整
さ
れ
ま
す
（
別

表
の
と
お
り
）
。�

　
六
十
五
歳
以
上
の
保
険

料
は
九
月
ま
で
の
半
年
間

は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。�

　
十
月
か
ら
の
一
年
間
は

基
準
額
の
半
額
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。�

　
医
療
保
険
料
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。保
険

料
は
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。�

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人�

　
医
療
分
と
介
護
分
を
合

せ
て
、
一
つ
の
国
民
健
康

保
険
税
と
し
て
世
帯
主
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
は
所
得
や
資
産
に

応
じ
て
決
ま
り
ま
す
（
別

表
の
と
お
り
）。
な
お
介
護

保
険
分
は
本
人
が
二
分
の

一
、
国
が
二
分
の
一
負
担

し
ま
す
。�

◆
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人�

　
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
ご
と
の
算
定
方
法
で
決

ま
り
ま
す
。�

　
四
月
か
ら
新
た
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、
ま
ず
健
康
福

祉
館
の
介
護
福
祉
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
月
か
ら
要
介

護
認
定
の
申
請
に
は
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。
申
請

は
、
本
人
か
身
内
の
人
が

直
接
窓
口
に
申
請
す
る
方

法
と
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
な
ど
が
代
行
す
る
方
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

６５歳以上の保険料（月額）�
�

基準額は平成１４年度まで据え置かれます。�

 国民健康保険税（介護保険分）の計算方法�

以上の４つの計算方法により保険料が決まります。�

・老齢福祉年金受給者で�

　世帯全員が住民税非課税の人    �

・生活保護を受給している人      �

・世帯全員が住民税非課税の人�

・本人が住民税非課税の人�

・本人が住民税課税�

　（所得金額２５０万円未満）の人�

・本人が住民税課税�

　（所得金額２５０万円以上）の人�

第２号被保険者の所得に応じて計算�

第２号被保険者の固定資産税額に応じて計算�

第２号被保険者数に応じて計算�

第２号被保険者の属する世帯数に応じて一世帯当�

たりで計算�

第１段階�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

2,700×0.5

2,700×0.75

2,700（基準額）

2,700×1.25

2,700×1.5

1,350円

2,025円

2,700円

3,375円

4,050円

所得割額�

資産割額�

均等割額�

平等割額  

（
第
一
号
被
保
険
者
）�

（
第
二
号
被
保
険
者
）�
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二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
た�

今
日
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た�

ち
が
、
未
来
へ
の
夢
や
目
標
を�

抱
き
、
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か�

に
成
長
す
る
こ
と
は
、
活
力
と�

魅
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
の�

基
本
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い�

ま
す
。�

　
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
シ�

ス
テ
ム
の
基
盤
と
な
る
教
育
に�

つ
い
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域�

社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果�

た
し
つ
つ
、
手
を
携
え
て
不
断�

の
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
肝�

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
平�

成
十
四
年
度
か
ら
の
学
校
週
五�

日
制
と
新
学
習
指
導
要
領
の
完�

全
実
施
に
向
け
て
、
そ
の
円
滑�

な
実
施
を
図
る
た
め
、
子
ど
も�

た
ち
が
ゆ
と
り
の
中
で
基
礎
・�

基
本
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け�

　
今
月
号
二
〜
五
ペ
ー
ジ
の
平
成
十
二
年
度
市
政
方
針
概
要
に�

併
せ
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
教
育
行
政
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。�

る
と
と
も
に
、
自
ら
考
え
、
課�

題
を
解
決
す
る
力
、
す
な
わ
ち�

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を�

基
本
に
、
教
育
内
容
の
研
究
や�

総
合
的
な
学
習
の
実
践
と
し
て�

「
未
来
２１
学
習
推
進
事
業
」
を�

推
進
し
て
参
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ�

ィ
ー
ク
事
業
」
を
は
じ
め
、
ボ�

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
体
験�

活
動
な
ど
の
体
験
的
・
実
践
的�

な
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
な�

が
ら
、
不
登
校
問
題
に
つ
い
て�

も
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
契
機
に
、�

学
校
復
帰
に
つ
な
が
る
よ
う
支�

援
し
て
参
り
ま
す
。�

　
次
に
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、�

市
民
が
様
々
な
こ
と
に
関
心
を�

持
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
多�

様
な
学
習
機
会
が
享
受
で
き
る�

生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
向
け�

て
、
社
会
教
育
施
設
の
充
実
を�

図
る
と
と
も
に
、
地
域
団
体
等�

と
の
連
携
を
密
に
し
、
公
民
館�

活
動
を
は
じ
め
、
家
庭
や
地
域�

の
教
育
力
の
向
上
に
積
極
的
に�

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面�

で
は
平
成
十
八
年
に
兵
庫
県
で�

開
催
さ
れ
る
国
民
的
行
事
で
あ�

る
第
六
十
一
回
国
民
体
育
大
会�

の
「
成
年
女
子
九
人
制
バ
レ
ー�

ボ
ー
ル
」
会
場
が
本
市
に
決
定�

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
の�

推
進
に
向
け
た
組
織
づ
く
り
と�

施
設
整
備
に
努
力
を
傾
注
す
る�

と
と
も
に
、
昨
年
一
月
に
国
史�

跡
に
指
定
さ
れ
た
洲
本
城
跡
に�

つ
い
て
「
保
存
管
理
計
画
」
の�

策
定
に
着
手
し
、
今
後
の
保
存�

と
活
用
な
ど
を
検
討
し
て
参
り�

ま
す
。�

　
洲
本
中
央
公
民
館
で
は
、
今�

年
度
の
市
民
講
座
受
講
生
を
募�

集
し
て
い
ま
す
（
毎
月
一
〜
二�

回
）。�

◆
講
座
名�

　
▽
か
な
書
道
▽
漢
字
書
道
▽�

　
日
本
画
▽
煎
茶
▽
民
謡
▽
読�

　
書
▽
花
づ
く
り
▽
カ
ラ
オ
ケ�

　
▽
刺
し
ゅ
う
▽
ジ
ャ
ズ
ダ
ン�

　
ス
▽
料
理
▽
編
み
物
▽
ラ
ッ�

　
ピ
ン
グ�

◆
締
　
切
　
四
月
二
十
八
日
　�

　
ま
で
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
中
央
公
民�

館
（
☎
２
２
・
１
２
８
０
）
へ
。�

　
ま
た
、
地
区
公
民
館
で
も
講�

座
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、�

各
公
民
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ�

さ
い
。�

▽
由
良
公
民
館�

　
　
☎
２
７
・
２
１
６
７�

▽
大
野
公
民
館�

　
　
☎
２
４
・
３
６
０
２�

▽
中
川
原
公
民
館�

　
　
☎
２
８
・
１
０
２
４�

▽
安
乎
公
民
館�

　
　
☎
２
８
・
０
０
０
７�

▽
加
茂
公
民
館�

　
　
☎
２
４
・
４
７
８
３�

▽
千
草
公
民
館�

　
　
☎
２
３
・
０
５
１
６�

　
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、�

こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
人
に
利�

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
野
球�

場
の
開
放
日
を
設
け
て
き
ま
し�

た
。
し
か
し
、
本
年
度
は
ジ
ャ�

パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
開
催
の
影
響
で�

野
球
場
で
も
例
年
以
上
の
利
用�

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の�

た
め
本
年
度
は
市
民
開
放
日
を�

設
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま�

し
た
の
で
中
止
し
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
セ�

ン
タ
ー（
☎
２
２
・
６
６
３
４
）�

へ
。�

前
の
子
供
と
親
（
祖
父
母
も
大�

歓
迎
）。�

◆
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス�

　
人
形
劇
を
通
し
て
子
供
に
夢�

を
与
え
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い�

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
人
形
劇
に�

興
味
の
あ
る
人
、
大
歓
迎
で
す
。�

◆
グ
ル
ー
プ�

　
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
、�

子
供
の
た
め
に
何
か
し
て
み
た�

い
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
募
し
て�

く
だ
さ
い
。�

▼
申
し
込
み
は
四
月
二
十
八
日
　�

　
ま
で
に
、
子
育
て
学
習
セ
ン�

タ
ー（
☎
２
４
・
３
３
７
４
）へ
。�

◆
プ
チ
ト
マ
ト
メ
イ
ト�

　
子
供
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
子�

育
て
の
情
報
交
換
や
友
達
づ
く�

り
を
。�

　
対
象
は
、
零
歳
児
か
ら
入
園�

市
　
民
　
講
　
座�

受

講

生

募

集

�

（金）�

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー�

会
　
員
　
募
　
集�

（金）�野
球
場
開
放
日
は�

　
　
　
中
止
し
ま
す�

36

平
成
十
二
年
度�

教

育

行

政

方

針

�



１０�

　わたしたちの淡路島は、豊かな自然に恵まれ、くにうみ神話に彩�
られた長い歴史と香り高い島の文化にはぐくまれ、多くの先人の努�
力により発展してきました。�
��
　ふるさと淡路島は、わたしたちの誇りです。�
��
　淡路島は、関西国際空港や大鳴門橋、明石海峡大橋、淡路島国際�
公園都市によって、新しい時代の多様な交流の地になりました。�
��
　そして、阪神・淡路大震災の痛手を乗り越え、淡路花博「ジャパ�
ンフローラ２０００」の開催を機に、美しい景観を生む新しい花の文�
化を興し、「震災の島」から「花の島」に変わろうとしています。�
��
　歴史の大きな節目にあたり、わたしたちは、花と緑と青い海を大�
切に、ふるさとの風土に学び、世界を知り、「開かれた公園島」づ�
くりを誓います。�
��

１　花を愛し、花いっぱいの美しい淡路島をつくります。�
��
１　花に学び、花とともに生きる文化を広げます。 �
��
１　花にふれ、心やさしくたくましい子どもを育てます。�
��
１　花を囲み、家族の絆を強め、幸せな家庭をつくります。�
��
１　花をいかし、魅力ある産業を興します。�
��
１　花を育て、安心して住めるまちをつくります。�
��
１　花で迎え、もてなしの心あふれる交流の島をつくります。�

淡 路 公 園 島 憲 章�
�

　
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
淡

路
花
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」
が
三
月
十
八
日

開
幕
、
九
月
十
七
日
ま
で
の
百
八
十
四
日
間
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
や
世
界
の
花
々
が
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。�

　
花
博
会
場
に
は
開
幕
以
来
、
大
勢
の
家
族
連
れ
や
団
体
客

が
詰
め
掛
け
、
延
べ
入
場
者
は
六
十
万
人
（
三
月
末
現
在
）

に
上
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
開
幕
を
契
機
に「
世
界
に
開
か
れ
た
公
園
島
」

を
進
め
よ
う
と
「
淡
路
公
園
島
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま

す
。�

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル�

�

　
国
道
２８
号
は
、
神
戸
市
か
ら

徳
島
市
ま
で
の
延
長
約
一
一
二

　
　
の
主
要
幹
線
道
路
で
、
淡

路
島
民
の
生
活
や
産
業
活
動
な

ど
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
交
通

量
の
増
加
や
地
域
開
発
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
特
に
洲
本
市

街
地
な
ど
で
交
通
混
雑
が
発
生

し
、
日
常
生
活
に
も
影
響
が
出

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
洲
本
バ
イ
パ
ス
は
、
こ
う
し�

た
交
通
需
要
に
対
応
し
、
交
通�

混
雑
の
緩
和
や
交
通
安
全
を
確�

保
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
延�

長
六
　
　
、
二
車
線
の
バ
イ
パ�

ス
で
す
。�

　
こ
の
度
、
宇
山
〜
大
野
地
区�

の
二
・
九
　
　
が
開
通
し
ま
す
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、
洲
本
イ
ン�

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
市
街
地
ま

で
の
時
間
短
縮
や
、
国
道
２８
号

の
交
通
混
雑
緩
和
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

◆
開
通
日
　
四
月
二
十
八
日�

　
午
前
十
一
時
〜�

◆
開
通
区
間
　
宇
山
〜
大
野
地�

　
区
、
二
・
九
　
　
（
大
野
〜

　
納
間
、
七
百
　
は
平
成
十
年

　
五
月
に
供
用
済
み
）�

国
道
２８
号
洲
本
バ
イ
パ
ス（
宇
山
〜
大
野
間
）�
�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

メ
ー�

ト
ル�

（金）�

４
月
２８
日
に
開
通
す
る
洲
本
バ
イ�

パ
ス
。
橋
の
名
前
は
「
青
雲
橋
」�

と
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
　
（
写
真
は
４
月
２
日
撮
影
）�

洲本バイパス�

洲本IC
今回供用部分�

二期工事区間�

炬口トンネル�

宇原トンネル�

H１０.５部分供用�

国道２８号�

神戸
淡路鳴門

自動
車
道

洲本川�



メ
ー�

ト
ル�

１１�

アルファビア�

休日等応急診療所�
　　　　入口�

御食国� 洲本バスセンター�

P

P
P

洲本市�
健康福祉館�

　
休
日
等
応
急
診
療
所
が
四
月

一
日
、
健
康
福
祉
館
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
同
診
療
所
は
、

こ
れ
ま
で
市
医
師
会
館（
栄
町
）

で
休
日
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
度
健
康
福
祉
館
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
移
転
し

た
も
の
。
広
さ
も
二
倍
の
約
二

百
平
方
　
と
な
り
、
新
し
く
エ

ッ
ク
ス
線
撮
影
の
設
備
を
設
け

ま
し
た
。

　
ま
た
、
診
療
日
時
も
拡
大
し
、

土
曜
日
の
午
後
も
診
療
し
て
い

ま
す
。

◆休日等応急診療所の診察時間�

◆電話番号  ２４・６３４０�

診療日                    　診療時間�
�　日曜日・祝日�

　８月１５日�
　１２月３１日～１月３日�

　土曜日�

午前９時～午後１０時�

受付は午後９時３０分まで�

午後１時～午後１０時�
受付は午後９時３０分まで�

お

増
と

柴

助

�

　
柴
右
衛
門
の
一
族
で
最
も
近�

い
女
房
の
お
増
と
長
男
の
柴
助

に
つ
い
て
、
柴
助
は
前
号
で
紹

介
し
た

”
狸
の
物
語
“
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
増

に
つ
い
て
は
名
前
が
あ
が
っ
て

い
る
の
み
で
、
所
行
の
記
述
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
柴
右

衛
門
に
長
い
間
連
れ
添
い
何
十

匹
と
い
う
子
狸
を
も
う
け
て
い

ま
す
。
物
語
に
よ
る
と
、
柴
右

衛
門
は
九
百
年
も
長
生
き
し
た

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
お
増

も
ま
た
長
命
を
保
っ
た
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。
柴
右
衛
門
が

大
阪
で
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、

確
か
に
お
増
は
存
命
し
て
い
ま

し
た
。
お
増
は
、
一
緒
に
渡
海

せ
ず
、
城
山
で
留
守
を
守
っ
て

お
り
、
長
男
の
柴
助
に
事
の
子

細
を
探
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
お
増
は
家

持
ち
の
よ
い
世
話
女
房
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
洲

本
の
町
へ
夜
な
夜
な
買
物
に
行

き
、
柴
の
葉
を
使
っ
た
こ
と
、

柴
の
葉
を
つ
か
ん
だ
店
は
か
え

っ
て
繁
昌
し
た
こ
と
な
ど
の
話

は
、
後
年
の
戯
作
で
し
ょ
う
。�

　
柴
助
に
つ
い
て
は
、
先
ず
地�

誌
の
堅
磐
草
の
怪
異
と
い
う
記

事
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。�

　
神
宮
寺
と
い
う
の
は
、
洲
本

八
幡
神
社
の
別
当
寺
で
、
今
の

国
瑞
彦
神
社（
く
に
た
ま
さ
ん
）

の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
寺
で
す
。

こ
の
寺
の
僧
が
、
夕
方
勤
行
を

し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
飛
礫
が
投
げ
込
ま
れ
る
こ

と
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

城
山
の
子
狸
の
所
行
で
あ
ろ
う

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。�

　
幼
少
の
柴
助
は
そ
の
よ
う
な�

悪
さ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
長�

ず
る
と
諸
国
修
行
の
旅
に
出
ま�

す
。
狸
の
多
い
の
は
四
国
で
す�

か
ら
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
お�

遍
路
を
決
め
こ
ん
で
阿
波
に
渡�

り
、
徳
島
城
内
の
姫
君
に
取
入�

る
と
い
う
よ
う
な
話
が
物
語
に�

あ
り
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
前
記
の
よ
う
に
柴�

助
は
、
父
の
柴
右
衛
門
死
亡
の�

真
相
を
探
る
た
め
に
、
灘
の
薪�

船
に
も
ぐ
り
込
ん
で
渡
海
し
、�

近
国
に
並
び
な
し
と
い
わ
れ
た�

古
狐
、
能
勢
の
小
源
太
を
訪
ね�

て
事
の
子
細
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

柴
右
衛
門
が
道
頓
堀
で
犬
に
噛

ま
れ
て
相
果
て
た
と
い
う
は
嘘

な
り
、
そ
れ
は
、
播
州
林
田
の

五
左
衛
門
狸
の
こ
と
で
、
柴
右

衛
門
は
俺
と
化
け
比
べ
を
し
た

後
、
大
阪
城
内
の
門
前
馬
場
町

に
て
、
大
阪
城
代
の
侍
に
弓
で

射
落
と
さ
れ
た
の
が
真
相
で
あ

る
と
聞
か
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
能
勢
の�

小
源
太
が
己
の
手
並
み
を
自
慢�

す
る
た
め
に
作
っ
た
話
で
あ
ろ�

う
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
話
と�

同
じ
話
が
、
芝
右
衛
門
と
讃
岐�

の
禿
狸
、
讃
岐
の
禿
狸
と
阿
波�

の
金
長
狸
と
の
化
け
比
べ
の
話�

に
も
で
て
き
ま
す
が
、
大
名
行�

列
を
利
用
し
て
相
手
を
や
っ
つ�

け
る
と
い
う
手
法
は
、
古
狸
や�

古
狐
の
化
か
し
合
い
で
は
よ
く�

出
て
く
る
話
で
す
。�

　
柴
助
は
、
こ
の
能
勢
の
小
源�

太
の
話
を
持
ち
帰
っ
て
洲
本
で�

広
め
た
た
め
、
洲
本
で
は
柴
右�

衛
門
を
祀
る
こ
と
が
大
阪
よ
り

も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
柴
助
は
、
孝
行
息
子
か
不
孝�

な
倅
か
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
、
買
い
物
お
増
と
い�

わ
れ
る
福
の
神
（
実
は
お
城
山�

の
山
の
神
）
と
、
神
宮
寺
の
柴�

助
と
い
わ
れ
柴
右
衛
門
の
後
継�

者
と
い
う
二
匹
の
古
狸
の
話
で�

し
た
。�

　
　
武
　
田
　
清
　
市�

（
洲
本
市
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
長
）�

ま
つ�

せ
が
れ�

か
き

わ

ぐ
さ�

つ

ぶ

て

�

かつて神宮寺があった国瑞彦神社の境内�

「お増」として祀られている�
お城山の山の神�

休
日
等
応
急
診
療
所�
休
日
等
応
急
診
療
所�

４月１日～�

シ
リ
ー
ズ�

④

▽
▽
▽
�

▽
�

洲
本
狸
の
命
名
伝�



１２�

　
市
で
は
、
街
な
み
に
調
和
し�

た
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
づ
く�

り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
む
人�

や
景
観
に
配
慮
し
た
住
宅
な
ど�

を
「
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
住
宅
賞
」
と
し�

て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度�

選
考
（
選
考
委
員
代
表
　
広
島�

女
学
院
大
学
・
石
原
清
行
教
授
）�

の
結
果
、
「
第
四
回
洲
本
市
Ｈ�

Ｏ
Ｐ
Ｅ
住
宅
賞
」
入
賞
作
品
が�

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ�

し
ま
す
。�

写真�
ニュース�

図書館が�
人間サイズのまちづくり賞を受賞� 笑顔で淡路島をＰＲ�

藤山直美さんらが参拝� 二千年ハスを史料館前の堀に移植�

第
四
回
「
洲
本
市
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
住
宅
賞
」
が�

◆街なみ部門�

　　ところ　鮎屋７２８�

　　施　主　吉見　弘�

　　設計者　（株）柴田工務店�

　　　　　　一級建築士事務所�

◆街なみ部門�

　　ところ　小路谷１２８２－４３�

　　施　主　辰岡　忠�

　　設計者  （株）森　長　組�

　　　　　　ガーデニング事業部�

　市立図書館がこの度「第１回人間サイズのまちづくり�

賞」を受賞しました。この賞は、安全に安心して暮らせ�

る魅力あるまちづくりに寄与した建物や活動を表彰する�

もので、図書館は特徴あるれんが塀などが評価され建築�

部門での受賞となりました。�

　淡路島の観光をＰＲする第２０代ク�

イーン淡路が、木元志寿香さん（写真�

左・五色町）と米澤知香さん（神戸市）�

に決まりました。笑顔で１年間、淡路�

島の観光をＰＲしてくれます。�

　藤山寛美さん（故人）の三女で女優の藤山直美さんや「松�

竹」の関係者１２人が３月３０日、洲本八幡神社の「柴右衛�

門たぬき」のほこらをお参りしました。このほこらは大阪・�

道頓堀の劇場「中座」の奈落に長年、芝居の神様として祀ら�

れていたもので、昨年１０月、中座が閉館となり洲本へ帰っ�

てきたものです。�

�

　約２０００年前の地層から見つかった種から発芽した「二千�

年ハス」が、この度、淡路文化史料館の中庭の池から史料館前�

の堀に移し替えられました。古代ハスの可憐な姿をもっと多く�

の人に見てもらおうと「三熊山の自然と史跡を愛する会」のメ�

ンバーと市職員らが移植したもので、７月～８月にかけてピン�

クの花が私たちの目を楽しませてくれそうです。�

決
ま
り
ま
し
た

�▽
▽
▽
�

▽
▽
▽



１３�

　淡路島出身の豪商で、

民間人として日露友好に

貢献した高田屋嘉兵衛の

生涯を描くＮＨＫのハイ

ビジョンドラマ「菜の花

の沖」のロケが３月１４

日、三熊山で行われまし

た。主人公の嘉兵衛役は

竹中直人さん、妻おふさ

役は鶴田真由さんで、ハ

イビジョンデジタル放送�

が１２月から、総合テレビ

が来年２月から放送予定。�

　ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）を活用したインターネットサー
ビスのあり方を検討していた「Ｗｅｂ仮想空間『すもと市民広
場』運営検討会議」（富賀見周彦座長）から３月２９日、中川
市長に利用料金などをまとめた答申書が手渡されました。市で
は、この答申書により４月２０日から実験参加者の受け付けを
始めます（詳しくは、２０　をご覧ください）。�

　県営ほ場整備事業（担い手育成型）の起工式が３月２１日、
中川原町二ツ石地区で行われました。担い手育成型は、地域で
組織をつくり農業を行う「集落営農」を目指すもので島内では
初めての取り組み。計画では平成１５年度までに、中川原町二
ツ石地区と安乎町中田地区の５５　を整備する予定で、総事業
費は約１１億１，７００万円。�

　由良地区潜水漁業協会の皆さんから、由良総合福祉センター

の皆さんへ新わかめがプレゼントされました。新わかめは同協

会の皆さんが採取したもので、おいしいわかめを食べてもらお

うと毎年行っているもの。�

�

　淡路１市１０町とサンテレビ（３チャンネル）の共同企画番

組「花博の島、淡路」が、花博開催中の９月まで放映されます。

放送時間は、毎週土曜日の午前８時４５分～９時００分の１５

分間で、島内の観光地やイベントなどが紹介されます。�

（写真は三熊山での取材の様子）�

　福祉サービスの拠点となる「デイサービスセンターうしお」

が完成３月２５日、地元町内会長や関係者が出席して竣工式が

行われました。建物は鉄筋コンクリート造り２階建で、日常動

作訓練コーナーや特別浴室が設けられています。（写真は竣工

式のあと、館内を見学する式典出席者）�

ペー�
ジ�

ヘク�
タール�

ＣＡＴＶでインターネットを�

漁協の皆さんからわかめのプレゼント�
「菜の花の沖」のロケが行われました�

「花博の島、淡路」が放映されます� デイサービスセンターが完成�
�

集落営農を目指してほ場整備�



１４�

　
歯
に
は
二
つ
の
大
き
な
病
気�

が
あ
り
、
一
つ
は
虫
歯
、
も
う�

一
つ
は
歯
周
病
で
す
。�

　
ま
ず
、
虫
歯
に
つ
い
て
簡
単�

に
説
明
い
た
し
ま
す
。
虫
歯
は�

口
の
中
に
い
る
無
数
の
細
菌
の�

な
か
の
ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス�

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
が
出
す
酸
に�

よ
っ
て
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
が
脱�

灰
さ
れ
た
状
態
に
な
る
こ
と
で�

す
。
食
べ
物
で
も
甘
い
も
の
を�

取
る
と
、
こ
の
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス�

が
多
く
発
生
す
る
の
で
特
に
虫�

歯
に
な
り
や
す
い
訳
で
す
。
そ�

し
て
い
っ
た
ん
虫
歯
に
な
っ
て�

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
リ
サ
イ�

ク
ル
セ
ン
タ
ー「
み
つ
あ
い
館
」�

で
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資
源
ご
み�

を
回
収
し
て
き
ま
し
た
。
今
ま�

で
の
回
収
品
目
に
、
飲
料
用
の�

ビ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
加
え�

て
、
本
年
七
月
か
ら
新
た
に
回�

収
場
所
を
八
か
所
設
置
し
て
毎�

月
一
回
、
資
源
ご
み
拠
点
回
収�

を
行
い
ま
す
。�

◆
拠
点
施
設
（
予
定
）
　
▽
み�

　
つ
あ
い
館
▽
物
部
コ
ミ
ュ
ニ�

　
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
▽
大�

　
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ�

　
ン
タ
ー
▽
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ�

　
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
▽
中
央�

　
公
民
館
▽
千
草
公
民
館
▽
安�

　
乎
公
民
館
▽
中
川
原
公
民
館�

　
▽
由
良
公
民
館�

◆
回
収
対
象
物
　
▽
ア
ル
ミ
缶�

　
▽
ス
チ
ー
ル
缶
　
▽
び
ん
類  �

　
（
無
色
・
茶
色
・
そ
の
他
）�

　
▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル�

▼
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
部
環�

境
整
備
課
（
☎
２
２
・
３
３
２�

１
）
へ
。�

�
◆
対
　
象
　
次
の
い
ず
れ
の
恩�

　
給
も
未
請
求
で
、
公
務
員
の�

　
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人�

　
▽
普
通
恩
給
　
軍
人
在
職
年�

　
数
が
十
二
年
以
上
　
▽
一
時�

　
恩
給
　
軍
人
実
務
が
引
き
続�

　
き
三
年
以
上

▽
一
時
金

軍�

　
人
実
務
が
三
年
以
上�

◆
手
　
続
　
市
町
役
場
な
ど
に�

　
備
え
て
い
る「
履
歴
申
立
書
」�

　
か
手
紙
に
終
戦
当
時
の
本
籍�

　
地
、
現
住
所
、
氏
名
、
生
年�

　
月
日
、
軍
歴
、
公
務
員
期
間�

　
の
有
無
な
ど
を
記
入
し
て
直�

　
接
終
戦
当
時
の
本
籍
地
都
道�

　
府
県
の
援
護
担
当
課
へ
提
出�

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
県
社
会
援
護
課�

（
☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７�

１
１
）
へ
。�

し
ま
う
と
、
自
然
に
治
る
と
い�

う
こ
と
が
絶
対
な
い
た
め
、
ど�

ん
ど
ん
症
状
が
進
ん
で
い
き
ま�

す
。
痛
み
を
感
じ
る
様
に
な
っ�

た
時
に
は
か
な
り
進
ん
だ
状
態�

と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
し�

か
し
、
虫
歯
の
場
合
は
、
悪
い�

と
こ
ろ
を
削
っ
て
金
属
を
つ
め�

た
り
、
神
経
を
と
る
な
ど
早
期�

に
適
切
な
治
療
を
す
る
こ
と
に�

よ
っ
て
歯
を
残
せ
る
場
合
が
多�

い
の
で
す
。�

　
一
方
、
歯
周
病
は
歯
を
支
え�

て
い
る
歯
周
組
織
（
歯
槽
骨
、�

歯
肉
）
が
炎
症
を
起
こ
し
て
い�

�

る
状
態
で
す
。
こ
れ
は
歯
の
周�

り
に
歯
垢
や
歯
石
が
付
着
す
る�

こ
と
が
主
な
原
因
で
、
初
期
の�

段
階
で
は
歯
肉
か
ら
の
出
血
、�

腫
れ
、
口
臭
な
ど
の
症
状
が
あ�

る
だ
け
で
痛
み
を
余
り
感
じ
る�

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し�

な
ん
の
手
当
も
し
な
い
で
放
っ�

て
お
く
と
、
あ
る
日
突
然
に
相�

当
な
腫
れ
が
き
た
り
、
持
続
的�

な
痛
み
を
伴
う
よ
う
に
な
り
、�

歯
全
体
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
よ
う�

に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
あ�

わ
て
て
歯
医
者
に
駆
け
込
む
こ�

と
に
な
る
訳
で
す
が
、
歯
周
病�

の
場
合
、
症
状
が
進
ん
で
し
ま�

う
と
歯
を
残
す
こ
と
が
か
な
り�

難
し
く
、
し
か
も
全
部
の
歯
が�

抜
け
落
ち
て
し
ま
う
危
険
性
が�

高
い
の
で
す
。�

　
歯
が
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
多�

大
で
す
。
全
身
の
健
康
状
態
と�

と
も
に
歯
の
健
康
に
も
気
を
つ�

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
食�

後
、
三
分
間
の
歯
磨
き
の
習
慣�

を
つ
け
、
年
に
一
回
は
検
診
を�

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
す�

る
た
め
に
、
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て�

く
だ
さ
い
。�

恐

ろ

し

い

歯

周

病

�

資
源
ご
み
の�

　
回
収
に�

　

ご
協
力
を
！�

軍
人
恩
給
の�

　
請
求
は�

　
　
お
済
み
で
す
か�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

寺内歯科医院

寺内洋二 歯科医師



１５�

　
洲
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会�

な
ど
で
は
、
憲
法
週
間
に
特
設�

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

◆
と
　
き
　
五
月
十
二
日
　
、�

　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
３�

　
０
１
会
議
室�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務�

局
洲
本
支
局
（
☎
２
２
・
０
４�

７
９
）
へ
。�

�

の
皆
さ
ん
に
、
市
内
の
公
衆
浴�

場
の
入
浴
券
を
一
か
月
当
た
り�

二
回
分
を
交
付
し
ま
す
。
申
請�

用
紙
は
健
康
福
祉
館
、
由
良
支�

所
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、�

申
請
に
は
民
生
委
員
の
証
明
が�

必
要
で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
部
介�

護
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
内
☎�

２
２
・
３
３
２
１
）
か
由
良
支�

所
（
２
７
・
１
２
２
１
）
へ
。�

　
県
で
は
震
災
後
、
総
合
住
宅�

相
談
所
を
県
内
九
か
所
に
設
置�

　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
し�

�

し
て
、
被
災
者
の
住
宅
相
談
に�

応
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、�

住
宅
復
興
が
進
み
相
談
件
数
も�

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
四�

月
一
日
か
ら
県
内
一
か
所
（
神�

戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
六
階
、�

神
戸
市
中
央
区
）
に
縮
小
し
、�

「
ひ
ょ
う
ご
住
宅
相
談
所
」
と�

し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。�

相
談
に
は
、
一
般
相
談
の
ほ
か
、�

弁
護
士
や
建
築
士
が
相
談
に
応�

じ
る
専
門
相
談
な
ど
が
あ
り
ま�

す
。�

　
ま
た
、
定
期
借
地
権
の
相
談�

な
ど
に
応
じ
る
「
ひ
ょ
う
ご
定�

期
借
地
権
付
住
宅
相
談
セ
ン
タ�

ー
」
も
併
設
し
て
い
ま
す
。�

▼
相
談
日
な
ど
詳
し
く
は
、
ひ�

ょ
う
ご
住
宅
相
談
所
（
☎
０
７�

�

　
県
で
は
、
結
婚
五
十
周
年
を�

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
の
長
寿
を�

祝
福
し
、
さ
ら
に
末
永
い
健
康�

を
願
っ
て
昭
和
五
十
二
年
か
ら�

金
婚
夫
婦
の
祝
福
事
業
を
行
っ�

て
き
ま
し
た
が
、
「
行
財
政
構�

造
改
革
推
進
方
策
」
に
よ
り
平�

成
十
二
年
三
月
で
廃
止
さ
れ
ま�

し
た
。�

�

　子供を小児マヒから守る「ポリオ生ワクチン」の接�

種を次のとおり行います。母子手帳を持参してきてく�

ださい。�

●対象児童�

　　１回目の接種�

　　　平成１１年８月１日～１２年１月３１日生まれ�

　　２回目の接種�

　　　平成１１年２月１日～１１年７月３１日生まれ�

　　その他７歳６か月未満で２回の接種がまだの子供�

●実施時間　午後２時～２時３０分�

　詳しくは、市保健センター（☎２２・３３２１内線�

５１６）へ。�

●ポリオ日程表�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設�

（金）�

入
浴
券
を
無
料
交
付�

し
ま
す�

住
宅
や
宅
地
の
相
談�

は
「
ひ
ょ
う
ご
住
宅�

相
談
所
」
へ�

「
金
婚
夫
婦�

　
　
　
祝
福
事
業
」が�

廃
止
さ
れ
ま
し
た�

�

ポ リオ生ワクチンの接種を�
▼
�

８
・
３
６
０
・
２
５
３
６
）
、�

ひ
ょ
う
ご
定
借
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
８
・
３
６
０
・
２
７
４
８
）�

へ
。�

����
����

◆5月11日（木）�
　▽午前９時３０分～１０時３０分　淡路広域消防事務組合�

　▽午前１１時～正午　　　　　　　ホテル・アレックス�

　▽午後１時３０分～２時３０分　　アワジダイヤモンド�

　▽午後３時３０分～４時３０分　　洲本市役所�

◆5月15日（月）�
　▽午前９時３０分～１０時３０分　本四公団洲本管理支所�

　▽午前１１時１５分～正午　　　　洲本ガス�

　▽午後１時３０分～２時３０分　　洲本伊月病院�

　▽午後３時２０分～４時２０分　　ジャスコ洲本店�

　労働保険の申告・納付は５月２２日までに必ず�

お済ませください。�

▼詳しくは、淡路労働基準監督署（☎２２・２５�
９１）へ。�

�

見つけよう�

　こどもの笑顔　わたしの笑顔�
５月５日～１１日は児童福祉週間�

労働保険の申告・納付はお済みですか。�

▼
�

事業主の皆さんへ�

献 血 日 程 �

月　　日� 場　　所� 対　象　地　区�
由良・上灘�

本町・下加茂・宇山�

塩屋・炬口・安乎�

中川原�

物部・栄町・小路谷�

海岸通・山手・奥畑�

桑間・上加茂・上内膳�

下内膳・納�

上物部・津田・千草�

新村・池田・池内�

大野・宇原・金屋�

前平・木戸・鮎屋�

５月　１日（月）�

�

５月１０日（水）�

�

�

５月１２日（金）�

�

�

�

５月１５日（月）�

由良公民館�

�

�

�

�

�

健康福祉館�

△
△
△
△
　
△
△
△
△
�

△
　
△
　
△
�

●兵庫県生活創大学（淡路校）�
　　　　　　受 講 生 募 集 �

県立淡路文化会館などでは、男女共生セミナー、生活環境づくりセミナーの受�
講生を募集しています。5月17日（水）まで。�
　詳しくは、同会館（☎０７９９・８５・１３９１）へ。�

▲
�



１６�

　
県
立
淡
路
文
化
会
館
で
は
、�

「
淡
路
日
本
画
セ
ミ
ナ
ー
」
、�

「
淡
路
洋
画
セ
ミ
ナ
ー
」
、�

「
淡
路
声
楽
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受�

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
四�

月
二
十
七
日
　
（
声
楽
セ
ミ
ナ�

ー
は
四
月
二
十
日
　
）
ま
で
。�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
文
化
会
館�

（
☎
０
７
９
９
・
８
５
・
１
３�

９
１
）
へ
。�

　
海
の
上
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な�

る
。
あ
な
た
も
「
近
畿
青
年
洋�

上
大
学
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。�

◆
と
　
き
　
八
月
十
三
日
　
〜�

　
二
十
四
日
　
ま
で
の
十
二
日�

　
間
。�

◆
訪
問
国
　
中
華
人
民
共
和
国�

　
（
大
連
、
天
津
、
北
京
）�

◆
応
募
資
格
　
兵
庫
県
に
住
ん�

　
で
い
る
概
ね
二
十
〜
三
十
五�

　
歳
ま
で
の
人�

◆
参
加
費
用
　
十
五
万
円
（
全�

　
体
費
用
三
十
万
円
の
う
ち
半�

　
額
を
県
が
負
担
）�

◆
応
募
期
間
　
五
月
一
日
　
ま�

　
で
。�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
青
少
年
本�

部
（
☎
２
６
・
３
０
９
０
）へ
。�

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
四
月
一
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
警
察
庁
な
ど
の
調�

べ
に
よ
る
と
、
自
動
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
子
ど
も�

の
致
死
率
は
、
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
の
約
九
分
の
一
と
い
う
デ
ー
タ
が
で
て
い
ま
す
。�

例
え
ば
、
時
速
四
〇
　
　
同
士
で
正
面
衝
突
し
た
場
合
、
体
重
一
〇
　
の
子
ど
も
は
二
〇
〇
〜�

三
〇
〇
　
の
力
で
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
子
ど
も
が
嫌
が
る
か
ら
し
な
い
」
の�

で
は
な
く
、
小
さ
い
と
き
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
慣
れ
さ
せ
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら�

守
り
ま
し
ょ
う
。�

日
本
画
・
洋
画
・
声
楽�

セ
ミ
ナ
ー
生
募
集�

（木）�

（木）�

（日）�（月）�

（木）�

近
畿
青
年
洋
上�

大

学

生

募

集
�

子
ど
も
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を�

キ�　
ロ�

キ�　
ロ�

キ�　
ロ�

メ
ー�

ト
ル�

わが家の　ホ ー プ�

チャイルドシートの 3タイプ�
乳幼児チャイルドシート�
体重9kg 以下で身長70cm未満�
（新生児～9か月位まで）�

幼児用チャイルドシート�
体重7～18kg 未満で身長65～100cm未満�
（4か月位～4歳まで）�

ジュニアシート�
体重14～27kg 未満�
（3歳位～8歳位まで）�

　乳幼児は首がすわっていないので、�
寝かせるタイプとなっています。�
　エアバックが助手席にも付いてい�
る車は助手席への取り付けは危険で�
すので絶対におやめください。�

　自分で座っていられることが使い�
はじめの目安です。�
　前向き、後向き兼用タイプの場合�
小さいうちは後向きで大きくなった�
ら前向きに取り付けましょう。�
�

　座高を上げ、背の高さを補い大人�
用の３点式シートベルトを使用しま�
す。お尻に敷くだけのタイプと背も�
たれ付きのタイプがあります。�
　座布団やクッションの代用は、滑�
りやすくベルトの位置も不安定なの�
でやめましょう。�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
上
手
な
選
び
方�

★取り付けが簡単なもの�
車のシートベルトが通しやすく、しっかり固定できる構造のもの。�
さらに、誤使用（ミスユース）を起こしにくいもの。�
�
★安全基準に合格しているもの�
道路運送車両による安全基準に合格したものは、�
運輸大臣が形式指定したマーク「◯Ｃー◯◯◯」�
が付いています。なお、「ＥＣＥ規則（欧州）」、�
「米国安全基準」に合格しているものも同等と�
して認められています。�
�
★あまり重くないもの�
重いものは、取り付け・取り外し�
などの扱いが大変です。なるべく�
軽いものを選びましょう。�
�
★クッションやカバーが�
　簡単に取り外せるもの�
衛生上、簡単に脱着でき、こまめ�
に洗濯できるものを選びましょう。�

背もたれが高いもの�
チャイルドシート全体の高�
さではなく、背もたれの部�
分が高いものを、４歳ぐらい�
までの座高を考えて、長く�
使えるものを選びましょう。�

サイドボードが高いもの�

座面の位置が低いもの�

低面積が大きいもの�

横から衝撃を受けたときも、�
しっかり頭部を保護するこ�
とができるものを選びまし�
ょう。�

座面の位置が高いと重心が�
高くなり安定性が悪くなり�
ます。�

低面積が小さいものや低面�
積が丸くなっているものは、�
グラグラし衝突時の安定性�
に欠けます。�

情報広場� Information  Plaza

元気で仲良く、誰からも愛される人に育っ�

てね。　　　　　　　　　母：美 貴 さん�

ま　 や�

ゆう�

宮下摩耶ちゃん�

侑 ちゃん�

（平成１０年１０月１６日生まれ）�

（平成１２年２月２日生まれ）�
（由良３丁目）�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

自�



１７�

　国民年金には２０歳以上の人すべてが加入し、保険料を納め�

ていただいています。しかし、学生本人に所得がないなどの場�

合、申請により保険料の納付を要しない学生納付特例制度が本�

年４月から実施されています。学生納付特例期間の取り扱いは�

次のとおりです。�

▽１０年以内であれば保険料を追納することができます。�

▽追納されない場合、年金受給資格期間には計算されますが老�

齢基礎年金の額には反映されません。�

▽特例期間中の障害事故や病気については、障害の程度に応じ�

た障害基礎年金が支給されます。�

　この特例制度を希望される人は５月３１日までに申請手続き�

をしてください。家族の人が代理で申請することも可能です。�

◆申請に必要なもの　▽在学証明書か学生証の写　▽年金手帳�

　　　　　　　　　　▽印鑑�

�

　会社などを退職された人が利用できる国民保険制度に「退職�

者医療制度」があります。この制度の適用を受けると医者の診�

療費の自己負担金が３割から２割に軽減されます。�

◆対象者　▽国民健康保険に加入している人　▽老人保健制度�

　の適用を受けていない人　▽厚生年金や共済組合の老齢年金�

　を受けている人　▽退職被保険者の扶養家族�

◆届　出　年金の受給資格が発生した日から退職者医療制度の�

　適用が受けられます。年金証書を受け取った日から１４日以�

　内に届けてください。�

◆届出に必要なもの 　▽年金証書 　▽保険証　▽印鑑�

◆診察を受けるとき　お医者さんにかかるときは「国民健康保�

　険退職被保険者証」を窓口で提示してください。もし、年金�

　証書が届く前に診察を受け�

　た場合は、後に申請をすれ�

　ば差額分が払い戻されます。�

▼学生納付特例制度、退職者�

医療制度についてのお問い合�

せは、市民課国保年金係（☎

２２・３３２１）へ。�

◆
作
り
方�

①
ご
ぼ
う
は
、
斜
め
輪
切
り
に�

　
し
、
千
切
り
に
し
、
酢
を
少�

　 

々
入
れ
茹
で
る
。�

②
貝
割
れ
菜
は
半
分
に
、
ハ
ム�

　
は
細
切
り
に
す
る
。�

③
Ａ
で
あ
え
る
。�

◆
作
り
方�

①
た
け
の
こ
、
さ
さ
み
は
千
切�

　
り
に
す
る
。�

②
ご
ま
油
を
熱
し
、
①
を
炒
め
、�

　
ス
ー
プ
を
加
え
、
塩
、
こ
し�

　
ょ
う
、
薄
口
し
ょ
う
油
で
味�

　
を
整
え
、
わ
か
め
を
加
え
る
。�

　
コ
ミ
ス
ジ
は
、
モ
ン
シ
ロ
チ�

ョ
ウ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
羽
の�

表
面
は
黒
地
に
白
色
の
斑
紋
が�

あ
り
、
裏
面
は
赤
褐
色
の
地
に�

白
紋
が
あ
り
ま
す
。�

　
成
虫
は
四
月
の
後
半
に
現
わ�

れ
、
年
に
三
回
ほ
ど
発
生
を
繰�

り
返
し
て
、
十
月
ご
ろ
ま
で
見�

ら
れ
ま
す
。
日
当
た
り
の
よ
い�

低
木
上
を
軽
快
に
飛
び
、
と
き�

ど
き
葉
上
に
止
ま
り
ま
す
。�

　
幼
虫
は
、
フ
ジ
類
、
ハ
ギ
類
、�

ネ
ム
ノ
キ
、
ク
ズ
な
ど
多
く
の�

マ
メ
科
植
物
の
葉
を
食
べ
て
成�

長
し
、
さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。�

秋
に
幼
虫
に
な
っ
た
も
の
は
、�

地
上
に
降
り
、
落
葉
の
中
に
入�

っ
て
冬
を
越
し
ま
す
。
翌
春
、�

越
冬
し
た
幼
虫
は
付
近
の
草
や�

木
で
、
さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。�

　
コ
ミ
ス
ジ
は
、
北
海
道
か
ら�

本
州
、
四
国
、
九
州
に
か
け
て�

分
布
す
る
普
通
種
で
、
淡
路
島�

で
も
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
。�

�

コ
　
ミ
　
ス
　
ジ� ２１８�

８０�

羽を休めるコミスジの雌�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

ご
ぼ
う
の
サ
ラ
ダ�

２�
１�

２�
１�

２�
１�

２�
１�

グラ�
ム�

グラ�
ム� た

け
の
こ
と
鶏
の
ス
ー
プ�

　　◆材料（４人分）�

　　　ごぼう　　　　　　　１５０�

　　　貝割れ菜　　　　　　１パック�

　　　ハム　　　　　　　　　　３枚�

　　　マヨネーズ　　　　大さじ２�

　　　練りごま　　　　　　大さじ１�

　　　酢　　　　　　　　　大さじ�

�

◆材料（４人分）�

　たけのこ　　１００�

　鶏ささみ　　　　３本�

　わかめ�

　スープ　　カップ３�

　ごま油　　　小さじ�

�

市民課国保年金係からのお知らせ�
国民年金保険料�
学生納付特例制度が実施されています�
�

退職者医療制度のご案内�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

栄 養 士 �

　川　口　睦　子�

※入院時の食事代と外来の薬の一部負担は、�

　国保と同様に定額の自己負担です。�

退
職
被
保
険
者�

（
本
人
）�

被
扶
養
者�

（
扶
養
家
族
）�

外来　2割　　3割�

入院　2割　　2割�

△
△
　
△
�

（ゆでたもの）�

Ａ�

ゆ�

△
�

△
�

△
�



１８�

　今年１０月１日、国勢調査が全国一斉に行われます。

国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対象に行

われる国の最も基本的な統計調査で、大正９年の第１

回調査以来ほぼ５年ごとに行われています。特に今回

の調査結果は、２１世紀を展望した行政施策の基礎資

料に利用されます。�

　　　　　　　　　　　　総務庁統計局では、この国

　　　　　　　　　　　勢調査の意義や目的などを表

　　　　　　　　　　　す「ポスターの図案」を募集

　　　　　　　　　　　しています。募集期間は５月

　　　　　　　　　　　１５日まで。�

　　　　　　　　　　　　詳しくは、市役所総務部総

　　　　　　　　　　　務課（☎２２・３３２１）へ。�

　淡路花博・ジャパンフローラ２０００が３月１８日

開幕。連日たくさんの人が詰め掛け、賑いをみせてい

ますが、本市でも“花”をテーマにした祭典を開催し

ます。ご家族でお越しください。�

◆と　き　５月２１日（日）�
　　　　　午前１０時～午後１時�

　（小雨決行、悪天候の場合は５月２８日に順延）�

◆ところ　「御食国」横の多目的広場�
◆内　容　　花き農家による花の販売　　花の苗や種      
　のプレゼント　　盆栽会による作品展示　　ハーブ

　茶のサービス　　花作り相談コーナー　　堆肥の無

　料配布　など�

　（都合により内容が変更される場合もあります）�

　詳しくは、市役所産業振興部農政課（☎２２・３３
２１）へ。�

◆と　き　５月１３日（土）�

　　　　　午前１０時～午後４時�

◆ところ　東浦サンパーク（東浦町久留麻）�

◆内　容　　記念植樹　　宝塚音楽学校生のコンサー

　ト　　県警音楽隊のドリル演奏　　県下特産品の展

　示販売など�

　詳しくは、東浦町役場（☎０７９９・７４・４１０

１）へ。�

洲本市長、市議会議員選挙が次の日程で行われます。�

◆告　示　日　　７月　９日（日）�
◆投　票　日　　７月１６日（日）�
◆立候補予定者説明会�
　出席は各候補者２人以内でお願いします。�

　　市議会議員選挙�
　　・と　き　５月１６日（火）、午後１時３０分～
　　・ところ　市民会館第１・２会議室�
　　市長選挙�
　　・と　き　５月１９日（金）、午後１時３０分～�
　　・ところ　市役所南庁舎３０１会議室（３階）�
　詳しくは、市選挙管理委員会（☎２２・３３２１）へ。�

◆と　き　　４月２９日～６月１１日（月曜日休館）９：００～１７：００�
◆ところ　　淡路文化史料館�
◆主　催　　県立歴史博物館・市立淡路文化史料館など�
◆講演会    　・５月　６日（土）　「淡路島の考古学」�
　　　　　　　　　　　　　　県立歴史博物館　櫃本誠一館長補佐�

　　　　　　・５月１３日（土）　「淡路の中世」�
　　　　　　　　　　　　　　県立歴史博物館　熱田　公館長�

　　　　　　・５月２７日（土）　「淡路の仏教美術」�
　　　　　　　　　　　　　　県立歴史博物館　今野加奈子学芸員�

　　　　　　・６月　４日（日）　「淡路の近世文化」�
　　　　　　　　　　　　　　淡路文化団体連絡協議会　武田清市会長�

　詳しくは、淡路文化史料館（☎２４・３３３１）へ。�

仏教美術、歴史、考古の淡路島ゆかりの資料の中で優品を�
紹介します。�

△
△

洲本市長・洲本市議会議員選挙日程�

▲

▲

△ △

△ △

△

△ △

▲

▲

▲

開催�“花”の祭典�

△

△ △

いかそうよ　緑の森　青い海�

ひょうご森の祭典2000開催�ひょうご森の祭典2000開催�

����
����
yyyy
yyyy2000年国勢調査�

ポスター図案�
2000年国勢調査�
ポスター図案�

募
集�

募
集�

尊勝法華曼茶羅（南淡町沼島神宮寺蔵　県指定）�

三角縁三神五獣鏡�
（洲本市コヤダニ古墳出土　洲本市立淡路文化史料館保管）�

～お詫びと訂正～�３月号広報＝Ｐ１４「狂犬病の予防注射・犬の登録」の記事の中�
で次のとおり脱字がありましたので、お詫びし訂正します。�

　（誤）        　（正）�
環境整備  →  環境整備課�



１９�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

ママメイト�
いのちって何だ　毎月第１～４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　４月２５日（火）、受�
　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　６月２０日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　５月９日（火）、受付�
　・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　６月６日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　４月２７日（木）、受�
　付・午後１時～１時３０分、対象�

　者（Ｈ１０．４月生まれ）には案�

　内、問診票などを送付します。�

乳幼児相談　５月１９日（金）、午前９�
　時３０分～１１時３０分�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�

　素塗布を同時に行います（予約が�

　必要、料金１，４８０円）。�

�
�
成人健康相談　５月１日（月）、午後１�
　時３０分～３時�

�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�
　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

胃がん検診　５月１０日（水）、午前９時�

　～正午（申込・市保健センターへ）�

２時間人間ドック　火・水・木曜日�

　で保健所が指定する日、午前９時�

　～（料金１５，５８０円、申込・洲�

　本保健所へ）洲本市民で国民健康�

　保険に加入し３０歳以上の人に�

　８，０００円、社会保険などの加入�

　者で４０歳以上の人に５，０００円の�

　助成があります。（ただし１年度１回限り）　　�

　４月、５月の乳幼児健康審査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。５月�

　２日（火）、５月１７日（水）、（受付・市�

　役所市民相談係で電話による予約�

　受付けをしています☎２２・３３�

　２１）総合福祉会館で。�

行政相談　５月２日（火）、午後１時１５�

　分～（受付・午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎月第３水曜日、午後�

　１時～３時、青少年センター（☎

　２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日・午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日・午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～金曜日、午前９時�

　～午後５時３０分、淡路県民局�

　（　　０１２０・３６・７８３０）�

　で。介護相談なども行っています。　　�

　俳書集成３６冊が寄贈されました�

　本図書館がオープンする直前に亡�

くなられた国文学者　中村幸彦さん�

（洲本市由良町）の女婿 　関西大学�

文学部教授　青木晃さんが、『天理�

図書館綿屋文庫　俳書集成』３６冊�

を寄贈してくださいました。�

　これらの本は、中村幸彦さんが編�

集顧問をなさって、俳諧の古典書を�

写真にとって複製印刷した影印本で�

す。俳諧を深く研究する人にとって�

は欠かせない価値のある専門書なの�

で、一度ご覧ください。�

　　　寄 贈 書 の 一 部 �

　『北村季吟集』�

　『談林俳書集』（４冊）�

　『貞門俳書集』（１冊）�

　『蕉門俳書集』（４冊）�

　　　〈お　知　ら　せ〉�
　新しい図書館が開館して１年と半�

年が経過し、資料も豊富に揃ってい�

ます。皆様のご来館お待ちしており�

ます。�

　　　　お は な し 会 �
１．日時　４月２２日（土）�
　　　　　５月１３日（土）�

　　　　　いずれも午後２時より�

２．場所　図書館　おはなしのへや�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

４月２０日（木）�

４月２８日（金）�

５月２日（火）�

５月１１日（木）�

５月１８日（木）�

５月２６日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１１年６月生�

�

�

Ｈ１０年９月生�

�

�

�

Ｈ１０年１０月生�

Ｈ１１年１２月生�

�

�

�

Ｈ１２年１月生�

�

�

�

Ｈ９年２月生�

�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎２４・４８３０　青雲中学校前）へ。�▼
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ロ
ー
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の
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生
」
で
す
。
美
し
さ
を
競

う
か
の
よ
う
に
咲
き
誇
る
花
々

が
、
訪
れ
る
私
た
ち
を
出
迎
え

て
く
れ
ま
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然

は
美
し
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優
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い
ば
か
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な
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北
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然
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し
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れ
ま
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あ
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大
自
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猛
威
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為
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な
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尽
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し
た
。

花
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大
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災
か
ら
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、
も
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大
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意
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が
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場
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。
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献
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つ
い
た
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を
励
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の
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し
た
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よ
う
に
。
人
と
自
然
が
共
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で

き
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す
よ
う
に
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健康相談�

市民相談�

健康診査�
乳 幼 児 �

図 書 館 �
（☎２２・０７１２）�



CATV回線� 保安器�

高速インターネットアクセスライン�

CATV電話�

電話接続器� テレビ�

テレビ�分配器�

ホームターミナル�

LANカード内臓PCケーブルモデム�

双方向�
ブースター�

通信専用線�
分配器�

インターネット実験サービス加入に必要な事項�

CATVインターネット体験コーナー�

参加料金等�

平日9：00～12：00　13：00～17：00お問い合わせとお申し込み�

インターネット実験サービス加入に必要な事項�

CATVインターネット体験コーナー�

参加料金等�

平日9：00～12：00　13：00～17：00お問い合わせとお申し込み�

●洲本市CATV加入契約者で、電話接続器を設置していて、CATV利用料金の滞納がないこと。�

●洲本市が指定する下記のインターネットプロバイダと加入契約をしていること。�
　・淡路島インターネット協会　・信源地淡路島　・S A N N E T（標準コース・長時間コース・�
　　固定コースのみ）　・O C N（ナチュラルコース・レギュラーコース・ロングコースのみ）�
　・k i n g s － n e t　・フリーダムインターネットサービス�

●洲本市CATVインターネット実験サービス加入契約約款を遵守すること。�

●インターネット実験サービス参加料金�

　　　月額参加料　2，500円（消費税込）�
★インターネット実験サービスはケーブルモデム1台につき1契約となります。�

★月額参加料金にはケーブルモデム等の実験機器のリース料が含まれています。�

★標準で1メールアカウント（メールBOX容量5MB）、ホームページ容量5MB�

　が付属しています。�

★パソコン2台以上を接続する場合、別途追加料金が必要となります。�

●初期基本工事費　15，000円（消費税別）�

●オプションサービス（消費税込）�

メールアカウントの追加�

ホームページ容量の追加�

パソコン接続の追加�

　５００円／個　　 計３個まで�

１，０００円／５MB　計１０MBまで�

１，５００円／台　　 計３台まで�

洲本市情報交流センター　電話：26－0666　FAX：26－0663�

洲本市企画部情報課　　　電話：22－3321　FAX：23－9540�

�

4月20日から市役所2階情報課で、CATVインターネットが無料で体験できます。�

時間は平日の午前9時～正午、午後1時～5時です。�

２０�

CATVインターネット実験サービス6月スタート�

テレビ専用線�

この色の部分は�
実験サービスに�
必要な工事です。�

下記にない場合は�
お問い合わせ下さい�（　　　　　）�


